
製品別選定表（4）

工法 用途 下地 接着剤 継目処理材 端部処理材

耐水工法 雨がかりが少ない場所
大量に水を使用しない場所

非吸水 全面塗膜防水 タキボンド
＃601・607・701

床溶接棒
エポシール エポシール

吸水 モルタル

特殊耐水工法 完全屋外
大量に水を使用する場所

非吸水 全面塗膜防水 タキボンド
＃601・607・701

吸水 モルタル タキボンド＃601

プールサイド工法 特に大量に水を使用する
プールサイドなど

非吸水 全面塗膜防水 タキボンド＃601吸水 モルタル
●塗膜防水材下地にタキボンド＃601を使用する場合、トップコートの種類によっては接着しないことがあります。営業担当者にお問い合わせください。
●ナイスレイシート（NL-030）、ナイスレイシート45（NF-050）との二重張りは出来ません。

蹴込み部分用シートCW （3K・3X用）プールサイド用 →施工手順
P.276

1. 下地の確認・清掃

2. 裁断とけがき

3. 下地用プライマー液（タキボンド＃625）の塗布

4. 接着剤の塗布
●図のように踏み面部に床用接着剤をタキボンド#625塗布部と重なる

ようにクシ目ゴテで均一に塗布し、オープンタイムを30～40分程度
取ってください。

●オープンタイムが短いと、初期の接着力が発揮されないため、タキス
テップが手前に押し出されたり、階段入り隅部に浮きが生じたりします。

●張り付けは、最下段から上段に向かって行いますので、接着剤塗布後
は張り付け作業者が最下段にいるようにしてください。

タキステップ裏面に貼り付けてある両面テープの剥離紙を剥がしてくだ
さい。

5. 両面テープの剥離紙の剥がし

6. 段鼻充填用接着剤（タキボンド＃650）の塗布
●タキステップ裏面の折曲げ部(段鼻部裏面)にタキボンド＃650を、

コーキングガンで約6～7mm径の太さで均一に塗布してください。
●タキボンド＃650を塗布しなかったり、塗布量が不十分な場合、段鼻部

に亀裂や剥離が発生する恐れがありますので、注意してください。
●下地の状態が悪く、付属品だけで数量が不足する場合には、別売品を

追加購入してください。

●階段の端部を開けて張る場合●階段全面に張る場合

7. タキステップの張り付け
タキステップの折曲げ部を階段の曲がり部(段鼻部)に当てがい、下地と
タキステップの折曲げ部との間に空洞が生じないように注意して張り付
けてください。

※プライマータキボンド♯625
（別売）を購入してください。

図のように下地斜線部に(端部を
開けて張る場合は、けがき線より
5～6mm広く)タキボンド#625
をハケで均一に塗布して20～
30分間乾燥させます。タキボン
ド#625塗布面は汚さないように
注意してください。また、1日以上
乾燥させないでください。

折曲げ部に塗布
（約6～7mm径）

完全に充填する

隙間ができる

8. 圧　着
タキステップ全面をハンドロー
ラーで十分に圧着してください。
タキボンド＃650を塗布した折
曲げ部は圧着しないでください。

（圧着すると、タキボンド#650
が流動し空洞が生じます。)

9. 継目処理
●タキステップ同士の継目はエンボスの谷間で2～5mm程度の隙間を

空け、マスキングテープで養生後、右図のように継目処理を行ってくだ
さい。

●エポシール・タキシールが硬化するまで、最低2～3日養生してくださ
い。養生時間は気温によって左右されますので、十分ご注意ください。

10. 端部処理
●タキステップの全周をマスキングテープで養生し、右図のように端部

処理を行ってください。
●タキシールは巾が5mm以上になるように仕上げ用ヘラなどで処理し

てください。
●マスキングテープは仕上げ後、直ちに取り除いてください。
※平鋼板製階段の場合、エポシール・タキシールがササラ面にかからな

いように、隙間を空けて踏み面部で処理してください。 

※5℃以下では使用しないでください。（硬化反応が進みません。）

11. 養　生
タキステップ施工・清掃後、タキボンド#650・エポシール・タキシールが硬
化するまでは歩行をできるだけ控えてください。
特に段鼻部はタキボンド#650が流動したまま硬化しますと、亀裂や剥
離が発生する恐れがありますので注意してください。

●タキボンド＃650はタキステップに付属されていますが、下地の状態
が悪く、付属品だけで数量が不足する場合には、別売品を追加購入し
てください。
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1. 蹴込み部分用シートの施工
●蹴込み部分用シートを張付けてからタキステップを施工してください。
※蹴込み部分用シートの流し方向は、縦・横どちらの方向でも結構です

が、全段で方向を統一してください。

2. 蹴込み上端部の断裁
●蹴込み上端部の裁断は専用接着剤で張り付けてから、下図のように踏

み面より短く、斜めカットしてください。

3. 端部処理
●側面端部の仕上げはタキステップと直線ラインが

得られるようにカットし、ステップ段鼻部はタキシー
ル＃600、それ以外は全てエポシールで端部処理
します。

●エポシールは巾5mm以
上（目安は5～7mm）に
なるように仕上げヘラな
どで処理してください。

蹴込み部分用シート

踏み面●鋭角階段 ●R面階段 踏み面

踏み面●鋭角階段 ●R面階段 踏み面

蹴込み部分用
シート

タキステップ

階段断面

●下地に割れ、欠け、極度の湾曲がある場合は施工できません。補修を
行ってください。

●砂、塵埃などを除去してください。

●スケール、直定規で階段の巾・奥行・前垂れ部の寸法を測定し、タキシー
ルの仕上げ代として排水溝は5mm以上、壁際は3mm程度の隙間が
空くように裁断してください。

※平鋼板製階段の場合、タキシールがササラ面や蹴込み面にかからない
ように、端部に隙間を空けてください。

●仕上げ寸法に裁断後、タキステップを施工する位置に仮敷きし、下地に
鉛筆などで仕上がり寸法をけがいてください。

●平鋼板製階段につきましては、十分な防錆処理（ケレン・
錆止め・上塗り）を施してください。

●下地に防水層がある場合は、カッターナイフ等で傷を付
けないようにしてください。

●タキストロンと溶接処理する場合は、段差が出来ないよ
うに仕上げてください。

●前垂れ部のタキシール巾が5mm未満、または5mm以
上でも適正量打設できないと前垂れ部の強度が不足
し、浮きが発生する恐れがありますので注意してくださ
い。

●端部処理は全周行うことを標準工法としております。

エポシール

エポシール

蹴込み部分用シート

標準納まり図 副資材標準使用量一覧表
※平鋼板製階段の場合、タキシールが

ササラ面や蹴込み面にかからないよ
うに、端部に隙間を空けてください。

蹴込み部分用シート

タキステップ

排水溝

壁

タキシール
＃600エポシール

タキシール＃600

接着剤
タキボンド#607
タキボンド#601
タキボンド#701

オープンタイム
20～30分
30～40分
30～40分

張り付け可能時間
40～50分
60～70分
50～70分

注意

工法 用途 下地 接着剤 継目処理材 端部処理材

耐水工法 雨がかりが少ない場所
（屋根のあるテラス・廊下）

非吸水 全面塗膜防水 タキボンド
＃601・607・701

床溶接棒
エポシール エポシール

吸水 モルタル

特殊耐水工法 完全屋外
（屋根のないテラス・廊下）

非吸水 全面塗膜防水 タキボンド
＃601・607・701

吸水 モルタル タキボンド＃601

●塗膜防水材下地にタキボンド＃601を使用する場合、トップコートの種類によっては接着しないことがあります。営業担当者にお問い合わせください。
●プールサイドには施工できません。
●階段の段鼻部はコネクトステップ （プラスケア専用）DM・D3シリーズをご使用ください。
●ナイスレイシート（NL-030）、ナイスレイシート45（NF-050）との二重張りは出来ません。

タキストロン  プラスケアCG →施工手順
P.257幼児施設用

工法 用途 下地 接着剤 継目処理材 端部処理材

耐水工法 雨がかりが少ない場所
（屋根のあるテラス・廊下）

非吸水 全面塗膜防水 タキボンド
＃601・607・701

エポシール エポシール

吸水 モルタル

特殊耐水工法 完全屋外
（屋根のないテラス・廊下）

非吸水 全面塗膜防水 タキボンド
＃601・607・701

吸水 モルタル タキボンド＃601

●塗膜防水材下地にタキボンド＃601を使用する場合、トップコートの種類によっては接着しないことがあります。営業担当者にお問い合わせください。
●ナイスレイシート（NL-030）、ナイスレイシート45（NF-050）との二重張りは出来ません。

蹴込み部分用シートCW（プラスケアCG用） →施工手順
P.276幼児施設用

工法・用途・下地・接着剤 シートとの
継目処理材

端部処理材 ステップ同士の継目 段鼻隙間充填用
接着剤 プライマーシート周囲 段鼻部周囲

各シートの工法を参照ください 床溶接棒 エポシール
タキシール＃600 タキシール＃600 タキシール＃600 タキボンド

＃650
タキボンド
＃625

●プラスケア専用のコネクトステップは、通気緩衝工法には使用出来ません。
●鋼板下地に施工する場合は、プライマー タキボンド＃625（別売品）を購入してください。（＃650を段鼻に接着させるため）
●モルタル下地で蹴込み部分用シートを施工しない場合は、プライマー タキボンド＃625（別売品）をご使用ください。（テープを接着させるため）

コネクトステップDM・D3（プラスケア専用） →施工手順
P.281プラスケアMG用 プラスケアCG用

1. 下地の確認・清掃
●下地に割れ、欠け、極度の湾曲がある場合は施工できません。補修

を行ってください。
●砂･塵埃などを除去してください。

◇施工の前に
●コネクトステップが折り曲がり、段鼻部が変形すると、施工後に

亀裂が発生する恐れがあります。コネクトステップを移動・張り
付ける際は、折り曲げないように十分に注意してください。

2.裁断とけがき
●スケール・直定規で階段の巾寸法を測定し、タキシール♯６００仕

上げ代として排水溝側は５ｍｍ以上、壁際は３ｍｍ程度の隙間が
空くように裁断してください。

※平鋼板製階段の場合、タキシール＃600がササラ面にかからない
ように、端部に隙間を空けてください。

●仕上げ寸法に裁断後、コネクトステップを施工する位置に仮敷き
し、下地に鉛筆等で仕上げ線をけがいてください。

3.下地用プライマー液（タキボンド＃625）の塗布
※平鋼板製階段に施工する場合は、プライマー タキボンド＃625
（別売）を購入してください。

●図のように下地斜線部に（端部を開けて貼る場合は、けがき線より
５～６ｍｍ広く）タキボンド
＃625をハケで均一に塗
布して20～30分間乾燥さ
せます。

●タキボンド＃625塗布面は
汚さないように注意してく
ださい。また、1日以上乾燥
させないでください。

4.コネクトステップ張り付け部への接着剤
　（タキボンド＃607・＃701・＃601）塗布
●図のように床用接着剤（タキボンド＃607・＃701・＃601）をタ

キボンド＃625塗布部と重なるようにクシ目ゴテで均一に塗布
し、オープンタイムを20～30分程度取ってください。

●オープンタイムが短いと、初期の接着力が発揮されないため、コネ
クトステップにズレが生じる場合があります。

5.両面テープの剥離紙の剥がし
●コネクトステップ裏面に貼り付けてある両面テープの剥離紙を剥

がしてください。

6.段鼻充填用接着剤（タキボンド＃650）の塗布
●コネクトステップ裏面の折曲げ部（段鼻部裏面）にタキボンド

＃６５０を、コーキングガンで約６～７ｍｍ径の太さで均一に塗布し
てください。

●タキボンド＃650を塗布しなかったり、塗布量が不十分の場合、段鼻
部に亀裂や剥離が発生する恐れがありますので、注意してください。

●下地の状態が悪く、付属品だけで数量が不足する場合には、別売品
を追加購入してください。

7. コネクトステップの張り付け
●次に、コネクトステップの折曲げ部を階段の曲がり部（段鼻部）にあ

てがい、下地とコネクトステップ折曲げ部との間に空洞が生じな
いように注意して張り付けてください。その際、段鼻部が折れ曲が
らないように、また段鼻部を奥に押し込みすぎないように注意し
て張り付けてください。

●蹴込み面端部と段鼻部端部にズレが生じた場合は、直定規で直線
に仕上げてください。

折曲げ部に塗布
（約6～7mm径）

8. 圧着
●コネクトステップ全面をハンドローラーで十分に圧着してくださ

い。タキボンド＃650を塗布した折曲げ部は圧着しないでくださ
い。（圧着すると、タキボンド＃650が流動し空洞が生じます。）

9. シートの張り付け
●シートに柄がある場合コネクトステップとの継目は柄模様の目地

部で行うよう割り付けてください。

●タキストロン施工手順に従って廊下・踊り場用シートの張り付け・
圧着を行ってください。

10. 継目処理

●コネクトステップのフィルムをカットしないよう
注意してください。カットした場合コネクトステッ
プの脱落や剥離が発生する恐れがあります。

●フィルムをカットしないよう、下敷き材として梱
包用ダンボール等をお使いください。

注 意

●床用接着剤（タキボンド♯６０７・♯701・♯601）を廊下・踊り場
用シート張り付け部にクシ目ゴテで均一に塗布し、オープンタイム
を取ってください。

●コネクトステップのフィルム上にも接着剤を塗
布してください。注 意

溶接工法

養生が可能な場合は、タキシール＃600を使用することも可能で
す。但し、以下につきまして十分に注意してください。
※養生期間を２～３日間設けてください。
※タキシール＃600の仕上がり面は、硬化後多少の痩せが生じます。
※タキシール＃600は、タキストロン全色には対応していません。
※コネクトステップ張り付け後、雨水が浸入するまでに端部仕上げ

を行ってください。

シール工法

11. 端部処理

＜D3シリーズ・DMシリーズの場合＞

●コネクトステップ、及びタキステップの全周にマスキングテープ養
生し、タキシール＃600の巾が５ｍｍ以上になるように仕上げヘ
ラなどで端部処理を行ってください。

●マスキングテープは仕上げ後直ちに取り除いてください。
※平鋼板製階段の場合、タキシール＃600がササラ面にかからない

ように、隙間を空けて、踏み面部で処理してください。

12. 養生
●コネクトステップ施工・清掃後、タキボンド＃650・タキシール

♯６００が硬化するまでは歩行をできるだけ控えてください。
●特に段鼻部はタキボンド＃650が流動したまま硬化しますと、亀

裂や剥離が発生する恐れがありますので、注意してください。

溶接棒 シート

特殊塩ビフィルム

コネクトステップ

特殊
耐水テープ

設定

スピード 1～2m／分

アナログ

デジタル

6～7

400～500℃

溶接条件の目安

（1）接着剤が完全に硬化してから溝切り機等でシート厚みの2/3程
度の深さでU字溝を設けてください。

（2）熱風溶接機（ライスター）でタキストロン床溶接棒を溶融させな
がら溶接ビードができる程度に溶接してください。

（3）タキストロン床溶接棒が冷えてから余盛部を溶接棒トリマー等
で平滑に仕上げてください。

タキシール#600
での処理

タキシール#600

溶接棒

エポシール
または
タキシール#600

溶接棒

●平鋼板下地につきましては、十分な防錆処理（ケレ
ン・錆止め・上塗り）を施してください。

●下地に防水層がある場合は、カッターナイフ等で傷を
付けないようにしてください。

●端部処理は全周行うことを標準工法としております。

注意

＜D3・DMの場合＞ ＜プラスケアCG + コネクトステップD3・DM＞

プラスケア CG

蹴込み部分用シート

コネクトステップ

特殊塩ビフィルム

溶接棒

特殊耐水テープ
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2. 割り付け
●できるだけ継目部を少なく、端部に小さなシートが入ら

ないように割り付けてください。
●端部は端部処理材の仕上げ代として排水溝端部から

5mm以上、壁際は3mm程度の隙間を空けてください。
●接着剤を端部まで塗布するため、シート端部の位置を下

地に鉛筆などでけがいてください。

3. 仮敷き
●張り付け基準線に沿って、仮敷きを行ってください。
●シートには方向性があります。同一方向になるように施工してださい。
●巻きグセを取り、シワが生じないように敷き延ばしてください。
●柄模様のあるシートは、できるだけ柄合わせを行いながら、シートを敷いてくだ

さい。
●二枚のシートの継目部は突き付けとし、隙間が生じないように注意してください。
●継目は柄模様の目地部で行うのが基本です。

4. 接着剤の塗布準備
●下地に接着剤を塗布するため、タキストロンの半分(巾方向)を
　ずれないように折り返してください。

7. 張り付け・エアー抜き
●シートにシワを生じさせないように、中央部から巾方向に丁寧に

シートを張り付けてください。
●シート張り付け後、しごき圧着でエアー抜きを十分に行った後、

床ローラーや、しごき棒などで圧着してください。

8. 壁際の裁断
●壁際は3mm程度の隙間が空くように裁断してください。
●下地に防水層がある場合は、カッターナイフ等で傷を付けない

ように注意してください。

※5℃以下では使用しないでください。（硬化反応が進みません）

6. オープンタイム
●接着剤を塗布した後オープンタイムを取り、張り付け可能時間内にシートを張

り付けてください。
●オープンタイムが短いとガス膨れが生じます。
●オープンタイムを取り過ぎて接着剤が乾きすぎると接着力が低下します。

接着剤
タキボンド#607
タキボンド#601
タキボンド#701

オープンタイム
20～30分
30～40分
30～40分

張り付け可能時間
40～50分
60～70分
50～70分

オープンタイムの目安(20 C̊)

5. 接着剤の塗布
●エポキシ系接着剤の場合、接着剤は下地上での混合は行わないで別容器で十

分に撹拌してください。
（下地上で混合すると混合不良となり後日のフクレ・接着不良の原因となります。）

●下地に塗布ムラが生じないように均一に塗布してください。

標準塗布量　モルタル下地：300～400g/㎡
非吸水性下地：250～350g/㎡

●クシ山が1/3以上摩耗した場合、三角ヤスリで目立てを行ってください。

表面が薄く皮張り 押しても手につかない

タキボンド#607

表面が薄く皮張り 押しても手につかない

タキボンド#701

タキボンド#601

指触によるオープンタイムの目安

13. 清　掃
●シート残材・接着剤容器・梱包紙等を片付けてください。
●カッターナイフの折れ刃の回収を徹底してください。

3ｍｍ程度

3ｍｍ程度入隅部

出隅部

9. 圧　着
●壁際及び継目部をハンドローラーやコーナーローラーで

十分に圧着してください。

溶接強度不足

11. 継目処理

（1）接着剤が完全に硬化してから溝切り機※等でシート厚みの2/3程度の深さでU字溝を設けてください。
※推奨：ヤヨイ化学販売（株）「ユーキリ・スーパー」

（2）熱風溶接機（ライスター）でタキストロン床溶接棒を溶融させながら溶接ビードができる程度に溶接してください。

（3）タキストロン床溶接棒が冷えてから余盛部を溶接棒トリマー等で平滑に仕上げてください。

溶接工法

バルコニーなどで養生が可能な場合は、11.端部処理と同様の手順でタキシール＃600を使用することも可能です。但し、以下につき
まして十分に注意してください。
※養生期間を2～3日間設けてください。
※タキシール＃600の仕上がり面は、硬化後多少の痩せが生じます。

シール工法

設定

スピード 1～2ｍ／分

アナログ
デジタル

6～7
400～500℃溶接条件の目安　

●熱不足や圧着不足になると溶接強度不足が
生じます。

●加熱しすぎるとシートに焦げが生じます。

（2）

●溶接棒同士をつなぐ場合には、先に仕上げた溶
接棒の端を溝切り機やカッターナイフでＵ字も
しくはＶ字にカットしておいてください。

（3）｠（1）

12. 端部処理

※伸縮目地がある場合は目地手前で端部処理を仕上げ、目地を露出させてください。（伸縮目地上にシールを打設すると、シールに
ひび割れが発生する恐れがあります。）

※シールの仕上がり面は、硬化後多少やせが生じます。
※施工時や養生中に湿度の高い場合や、結露、水滴などにより、シール表面の光沢に差が生じることがありますが、端部処理としての

機能に問題はありません。施工日が異なる場合は打継ぎ箇所を目立たない所にするなどご注意ください。
※エポシールは主剤、硬化剤、カラーマスターの混合が必要ですので、同梱の取扱説明書を参照してください。

（1）仕上がりを美しくするためにマスキングテープで養生してください。
（2）気泡を巻き込まないようにシート端部及び壁際に塗布してください。
（3）充填後直ちに仕上げ用ヘラで平滑に仕上げてください。
（4）ヘラ仕上げ後直ちにマスキングテープを除去してください。

（1） （4）（2） （3）

マスキング
テープ

マスキングテープ ヘラ

シート厚さ
3mm未満

タキシール#600
20m/本

13～16m/本

エポシール
60m/2kgセット

40～48m/2kgセット

施工副資材 標準使用量（タキストロン）

3～4mm
（プラスケア※）

上記の約1.2～1.5倍

※4mm以上の場合はお問い合せください。

＜壁際＞ 5mm以上

下地

シート

＜側溝側＞

｠
5mm以上

｠

＜伸縮目地部＞

シート シート

5mm以上5mm以上
伸縮目地材

1. 下地・使用環境の確認
●下地の清掃を行い、砂・塵埃などを除去してください。
●下地の表面が平滑で十分な強度があること、塗料や油分などの汚れが残っていないことを確認してください。
●下地に湿気がある場合は十分に乾燥するまで養生してください。（必要に応じて下地の水分率を確認してください。）
●施工開始から養生終了までの間に気温が5℃以下になる場合や、急激な温度変化や水濡れがある場合は施工できません。

14. 養生（2～3日）
●シール材が硬化するまで、2～3日養生させてください。
●シール材が硬化するまで、気温が5℃以下にならないようにしてください。（5℃以下では硬化しないため）

また、急激な温度変化や水濡れがないようにしてください。
●シール材が硬化するまで、触ったり踏んだりしないようにしてください。（継目にシール材を使用する場合は特にご注意ください。）
●養生中は土足での歩行を控え、汚さないようにしてください。（必要に応じて養生シートなどをご使用ください。）
●屋内で使用する場合は換気を行い、引き渡しまでに数日期間を設ける等の配慮をしてください。
●重量物の運搬などは、接着剤やシール材が硬化した後、ベニヤ板などを敷いて車輪の跡形や傷を付けないように行ってください。

けがき線

排水溝

5ｍｍ以上

10. 養生（1～2日）
●接着剤が硬化するまで1～2日養生させてから、次工程の処理を行ってください。
●接着剤が硬化するまで、気温が5℃以下にならないようにしてください。（5℃以下では硬化しないため）

また、急激な温度変化や水濡れがないようにしてください。
●接着剤が硬化するまで、重量物の運搬やキャスター椅子などによる「しごき」を避けてください。

プラスケアＣＧ幼児施設用 ＭＸ・ＭＴ・ＳＴ・ プラスケアＭＧプールサイド用

ZA・NA・ＲＡ・ＦＨ・ＨＡ・ＱＡ・ＢＡ・ＳＡ・ＰＲＥ・ＭＲ・ＷＢ・ＬＸ・ＬＢ・プラスケアＰＧＥマンション用

タキストロン施工方法

下地や床材の種類によって使用する接着剤・副資材などが異なります。別紙「工法」の表を必ずご確認ください。
使用前保管時・施工時・養生時　① 5℃以下にならないこと　② 急激な温度変化がないこと　③ 水濡れのないこと
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2. 割り付け
●できるだけ継目部を少なく、端部に小さなシートが入ら

ないように割り付けてください。
●端部は端部処理材の仕上げ代として排水溝端部から

5mm以上、壁際は3mm程度の隙間を空けてください。
●接着剤を端部まで塗布するため、シート端部の位置を下

地に鉛筆などでけがいてください。

3. 仮敷き
●張り付け基準線に沿って、仮敷きを行ってください。
●シートには方向性があります。同一方向になるように施工してださい。
●巻きグセを取り、シワが生じないように敷き延ばしてください。
●柄模様のあるシートは、できるだけ柄合わせを行いながら、シートを敷いてくだ

さい。
●二枚のシートの継目部は突き付けとし、隙間が生じないように注意してください。
●継目は柄模様の目地部で行うのが基本です。

4. 接着剤の塗布準備
●下地に接着剤を塗布するため、タキストロンの半分(巾方向)を
　ずれないように折り返してください。

7. 張り付け・エアー抜き
●シートにシワを生じさせないように、中央部から巾方向に丁寧に

シートを張り付けてください。
●シート張り付け後、しごき圧着でエアー抜きを十分に行った後、

床ローラーや、しごき棒などで圧着してください。

8. 壁際の裁断
●壁際は3mm程度の隙間が空くように裁断してください。
●下地に防水層がある場合は、カッターナイフ等で傷を付けない

ように注意してください。

※5℃以下では使用しないでください。（硬化反応が進みません）

6. オープンタイム
●接着剤を塗布した後オープンタイムを取り、張り付け可能時間内にシートを張

り付けてください。
●オープンタイムが短いとガス膨れが生じます。
●オープンタイムを取り過ぎて接着剤が乾きすぎると接着力が低下します。

接着剤
タキボンド#607
タキボンド#601
タキボンド#701

オープンタイム
20～30分
30～40分
30～40分

張り付け可能時間
40～50分
60～70分
50～70分

オープンタイムの目安(20 C̊)

5. 接着剤の塗布
●エポキシ系接着剤の場合、接着剤は下地上での混合は行わないで別容器で十

分に撹拌してください。
（下地上で混合すると混合不良となり後日のフクレ・接着不良の原因となります。）

●下地に塗布ムラが生じないように均一に塗布してください。

標準塗布量　モルタル下地：300～400g/㎡
非吸水性下地：250～350g/㎡

●クシ山が1/3以上摩耗した場合、三角ヤスリで目立てを行ってください。

表面が薄く皮張り 押しても手につかない

タキボンド#607

表面が薄く皮張り 押しても手につかない

タキボンド#701

タキボンド#601

指触によるオープンタイムの目安

13. 清　掃
●シート残材・接着剤容器・梱包紙等を片付けてください。
●カッターナイフの折れ刃の回収を徹底してください。

3ｍｍ程度

3ｍｍ程度入隅部

出隅部

9. 圧　着
●壁際及び継目部をハンドローラーやコーナーローラーで

十分に圧着してください。

溶接強度不足

11. 継目処理

（1）接着剤が完全に硬化してから溝切り機※等でシート厚みの2/3程度の深さでU字溝を設けてください。
※推奨：ヤヨイ化学販売（株）「ユーキリ・スーパー」

（2）熱風溶接機（ライスター）でタキストロン床溶接棒を溶融させながら溶接ビードができる程度に溶接してください。

（3）タキストロン床溶接棒が冷えてから余盛部を溶接棒トリマー等で平滑に仕上げてください。

溶接工法

バルコニーなどで養生が可能な場合は、11.端部処理と同様の手順でタキシール＃600を使用することも可能です。但し、以下につき
まして十分に注意してください。
※養生期間を2～3日間設けてください。
※タキシール＃600の仕上がり面は、硬化後多少の痩せが生じます。

シール工法

設定

スピード 1～2ｍ／分

アナログ
デジタル

6～7
400～500℃溶接条件の目安　

●熱不足や圧着不足になると溶接強度不足が
生じます。

●加熱しすぎるとシートに焦げが生じます。

（2）

●溶接棒同士をつなぐ場合には、先に仕上げた溶
接棒の端を溝切り機やカッターナイフでＵ字も
しくはＶ字にカットしておいてください。

（3）｠（1）

12. 端部処理

※伸縮目地がある場合は目地手前で端部処理を仕上げ、目地を露出させてください。（伸縮目地上にシールを打設すると、シールに
ひび割れが発生する恐れがあります。）

※シールの仕上がり面は、硬化後多少やせが生じます。
※施工時や養生中に湿度の高い場合や、結露、水滴などにより、シール表面の光沢に差が生じることがありますが、端部処理としての

機能に問題はありません。施工日が異なる場合は打継ぎ箇所を目立たない所にするなどご注意ください。
※エポシールは主剤、硬化剤、カラーマスターの混合が必要ですので、同梱の取扱説明書を参照してください。

（1）仕上がりを美しくするためにマスキングテープで養生してください。
（2）気泡を巻き込まないようにシート端部及び壁際に塗布してください。
（3）充填後直ちに仕上げ用ヘラで平滑に仕上げてください。
（4）ヘラ仕上げ後直ちにマスキングテープを除去してください。

（1） （4）（2） （3）

マスキング
テープ

マスキングテープ ヘラ

シート厚さ
3mm未満

タキシール#600
20m/本

13～16m/本

エポシール
60m/2kgセット

40～48m/2kgセット

施工副資材 標準使用量（タキストロン）

3～4mm
（プラスケア※）

上記の約1.2～1.5倍

※4mm以上の場合はお問い合せください。

＜壁際＞ 5mm以上

下地

シート

＜側溝側＞

｠
5mm以上

｠

＜伸縮目地部＞

シート シート

5mm以上5mm以上
伸縮目地材

1. 下地・使用環境の確認
●下地の清掃を行い、砂・塵埃などを除去してください。
●下地の表面が平滑で十分な強度があること、塗料や油分などの汚れが残っていないことを確認してください。
●下地に湿気がある場合は十分に乾燥するまで養生してください。（必要に応じて下地の水分率を確認してください。）
●施工開始から養生終了までの間に気温が5℃以下になる場合や、急激な温度変化や水濡れがある場合は施工できません。

14. 養生（2～3日）
●シール材が硬化するまで、2～3日養生させてください。
●シール材が硬化するまで、気温が5℃以下にならないようにしてください。（5℃以下では硬化しないため）

また、急激な温度変化や水濡れがないようにしてください。
●シール材が硬化するまで、触ったり踏んだりしないようにしてください。（継目にシール材を使用する場合は特にご注意ください。）
●養生中は土足での歩行を控え、汚さないようにしてください。（必要に応じて養生シートなどをご使用ください。）
●屋内で使用する場合は換気を行い、引き渡しまでに数日期間を設ける等の配慮をしてください。
●重量物の運搬などは、接着剤やシール材が硬化した後、ベニヤ板などを敷いて車輪の跡形や傷を付けないように行ってください。

けがき線

排水溝

5ｍｍ以上

10. 養生（1～2日）
●接着剤が硬化するまで1～2日養生させてから、次工程の処理を行ってください。
●接着剤が硬化するまで、気温が5℃以下にならないようにしてください。（5℃以下では硬化しないため）

また、急激な温度変化や水濡れがないようにしてください。
●接着剤が硬化するまで、重量物の運搬やキャスター椅子などによる「しごき」を避けてください。
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空気中、下地中に含まれている水分と反応して硬化する
耐水性接着剤です。二成分形のように、主剤、硬化剤を混
合しなくてもご使用頂けます。また梅雨期などに発生しや
すい接着剤塗布面の結露に対しても優れた性能を持って
います。
有機溶剤を含んでいるため引火性、有害性があり、取扱
いに注意が必要です。塗床などの非吸水下地へ施工を行
う場合は、溶剤の飛散が制限され、床材が膨れる可能性
があるため、塗布量を少なくするか、オープンタイムを長
くする必要があります。また5℃以下では反応硬化しない
ため、冬期の施工では取扱いに注意が必要です。

主剤と硬化剤を所定の割合で混合、撹拌して使用します。
所定の混合割合でなかったり、撹拌が不十分であった場
合、十分な接着力を発揮しません。ほとんどの床下地に
対し優れた接着力があり耐水性、耐熱性などにも優れて
います。
有機溶剤を含んでいるため引火性があり、またカブレが
起きやすく有害性があります。取扱いには特に注意が必
要です。また5℃以下では反応硬化しないため、冬期の施
工では取扱いに注意が必要です。

接着剤に含まれている溶剤・水の飛散（乾燥）によって硬化する一成分形と、反応して硬化する二成分形があります。アクリル樹
脂系エマルション形などの接着剤は耐水性が劣り、エポキシ樹脂系・ウレタン樹脂系接着剤は耐水性に優れています。
下地水分率が高すぎると接着剤と下地との接着不良が起こります。また、下地からのアルカリ水によって接着剤の分解・再乳化
が起こり、期待する強度が得られず継目の縮み、剥がれ、フクレの原因となります。
接着剤に期待する強度を発揮させるには下地の乾燥と用途に適した接着剤の選定が必要です。

ウレタン樹脂系一成分形
 (タキボンド＃607・タキボンド＃701）

エポキシ樹脂系二成分形
(タキボンド＃601）

接着剤の特長

3.接着剤
接着剤の選定は、下地の種類、下地の乾燥度、使用される用途などによっても異なります。タキストロン・タキステップ等は樹脂
層が厚い為に初期接着強度が必要です。また、屋外など過酷な条件下で使用される場合には、接着剤にこれらの用途で耐える
耐久性が要求されます。専用接着剤タキボンド以外の接着剤では、裏打材との接着力が弱く、用途に適さないタイプがありま
すので必ず指定の専用接着剤を使用してください。
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接着剤に含まれている有機溶剤は危険物であり、引火性があります。また人体への健康障害防止上、次のことに注意して取扱ってください。

（Ⅰ）作業上の注意
●接着剤、端部処理材の種類、作業環境によっては有機溶剤中毒予防規則に従った対応が必要な場合があります。
●火気のある所では使用しないでください。
●安全データシート（SDS）や取扱い説明書などを作業前によく読んで使用してください。
　SDSはタキロンシーアイホームページ https://www.takiron-ci.co.jp/product/support/index.php よりダウンロードできます。（PDF形式）

（Ⅱ）保管上の注意
1 保管数量
接着剤、端部処理材等は消防法の危険物に該当するものがございます。危険物の類別により
指定数量が決められており、指定数量以上の危険物は消防法に従った保管が必要となります。
指定数量未満でも各市町村条例にて少量危険物として規定されております。

2 保管場所
●一定の場所を定め、子供の手の届かない所に保管してください。
●直射日光・雨水を避け、換気の良い5～35℃で保管してください。
●高温多湿を避けてください。
3 使用残の接着剤
●密ぺいして保管してください。
4 廃棄
●内容物を使い切ってから容器を破棄してください。
●産業廃棄物の許可を得た専門業者に委託してください。

接着剤取扱い上の注意注意

危険物指定数量
●第4類第1石油類非水溶性液体（200R）
●第2類引火性固体（1,000kg）

オープンタイムの目安（20℃）

接着剤

タキボンド#607

タキボンド#601

タキボンド#701

20～30分

30～40分

30～40分

40～50分

60～70分

50～70分

オープンタイム 張り付け可能時間

張り付け可能時間

接着剤塗布 張り付け開始 圧着完了

オープンタイム 作業時間

表面が薄く皮張り 押しても手につかない

タキボンド#607

表面が薄く皮張り 押しても手につかない

タキボンド#701

タキボンド#601

指触によるオープンタイムの目安

接着剤塗布後の時間の経過とともに溶剤の飛散量は増加し、接着剤の反応も進行します。しかし、張り付けまでの時間が長いほど、接着力は低
下します。従いまして、床材が溶剤でフクレない溶剤量になった時点がオープンタイムであり、床材の納まりに必要な最低の接着力になった時
点が張り付け可能時間です。下記表のように張り付け可能時間からオープンタイムを引いた作業時間に床材を張り付けます。但し、これらのオ
ープンタイム、張り付け可能時間は、床材の種類、下地の材質、接着剤の塗布量、気温、湿度、風通しなどによって左右されます。

※5℃以下では使用しないでください。（硬化反応が進みません）

接着剤のオープンタイムと張り付け可能時間
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